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0．はじめに
　ベンガル地方でその一生涯を終える筈だったRabindranath　Tagoreの人生は、ノーベル文
学賞を受賞したことで、好転したのだろうか、或いは、寧ろ暗転したのだろうか。1913年
のノーベル文学賞受賞は、Tagoreに、恐らく文学史上類のない地位と名声を与えたが、苦
悩と屈辱をも齎すことになる。世界初の、大陸を跨いだ文学界の巨匠という評価は下され
ても、その栄光を喜ぶ暇は与えられず、「現在何の安らぎも得られないのですjと漏らすに
至る心壌へと追い込ませる。本論では、Gita，ijali（1912）とThe　Co〃ected　Poems　and　Ptays　of
Rabindranath　Tagore（1936）の二冊の出版背景を視野に入れながら、　Tagoreの好転と暗転の
経緯を、次の三点から考察する。・一つ目は、Tagoreの心に潜む二つのアイデンティティの
葛藤を見ることである。ベンガルに深く根ざすことを強く意識しながらも、西洋への憧れ
を何処かで捨てきれず、イギリスへの旅路で作品を試しに英訳するという作業を行なった
Tagoreは、ノーベル文学賞受賞を切っ掛けに、ベンガル作家としての根底を掘り返され、
国際的、全インド的作家としての写像が自分に重ねられることを感じずにはいられなくな
る。翻訳された原稿は、Macmillan社の出版攻勢により流通することになる。二つ目は、
Tagoreのノーベル文学賞受賞の意義を問うことである。受賞時に僅か一冊しか著書が英訳
されていなかったTagoreが、何故その賞を授けられたのであろうか。それは、自国の、或
いは、似通った文化圏の文学に見出し得ない物を、読者がTagoreの作品に見出したか、見
出したと思い込んだからであった。それは、Tago爬特需とも呼ばれ得る現象を出版界に生
じさせた。Tagoreの数篇の詩を分析することで、読者が見出したかった物は何であったの
かを探る。三つ目は、G”αηノ01’出版後、ノ・一一ベル文学賞受賞後のTagoreの悩みと苦しみを
辿ることである。更に作品の英訳を求められる↑agoreは、作業を他の者．らに委ねざるを得
なくなる。当然質も下がり、作品がベンガル語から訳されたことさえ知らない読者の欲求
を満たすことは適わなくなる。追撃ちをかけたのがCollected　Poems　and　Playsの出版であ
る。その記念碑的事業は、Tagoreの死後、西洋に於ける悪評を決定的としたのであった。
1．二つのアイデンティティ
　最初に、Tagoreが二つのアイデンティティを持つに至った背景と、作品を英訳しそれを
出版したことで引き起こされた両者の衝突とを考慮する。Radice（643）の指摘を待つまで
もなく、「Tagoreの人生も経歴もベンガル地方に根ざしており、ベンガル語でこそ、Tagore
の思想が豊かに、伸びやかになる」ことは、その生い立ちを見れば明らかである。Tagore
家は、その起源を八世紀にまで遡ることが出来、ベンガル屈指の名家であった。だが一方
で、先見性に富む一家でもあり、インドにイスラム教帝国が成立した際、イスラム教の女
性と結婚し、正統バラモンの地位を失いピラリ・バラモンとなるが、政府の役人になった
者もあると言う（山室：165）。その家風がTagoreの祖父Dwarkanathにも伝わり、その息子
から孫にまで受け継がれていったことが、詩人の人生を大きく揺るがすこととなる。
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　Dwarkanathは、　Tagoreの父Devendranathに、　Raja　Rammohan　Royが経営しているAnglo－
Hindu向けの学校で教育を受けさせた。　Royはまた、　Brahmo　Sabhaと呼ばれるセクトを
Dwarkanathの支援を受けて設立し、ヒンドゥー教改革を推し進めた人物でもある。　Tagore
が各方面のエッセイやスピーチで公言したことに大いによるのだが、Royが「近代インド
の父1として知られるのは、これらの方面で活躍したからなのだ。Tagoreが公私共に「東
洋と西洋の最良の部分を結び合わせよう」と試みたのは、Royの遺功から影響を受けたこ
とと決して無関係ではない。一方、Devendranathは後にRoyの志を受け継ぎ、セクトの名
をBrahmo　Samajと改め、改革運動を先導していくことになる（Atam：380；Radice：644）。
　このような教育を受け、先進的な思想に触れたDevendranathは、十七歳になったばかり
の息子Tagoreがイギリスで教育を受けられるように取り計らう。これには、将来はIndian
Civil　Serviceの行政官に収まって欲しいとの親の願いが込められていたようである。その
為、初めてインド人でlndian　Civil　Serviceに参加資格を得た、年の離れた兄Satyendranath
を、Tagoreのイギリス行きに同行させている。　Tagoreは、　Brightonの学校で勉学を開始し
University　College　Londonでそれを続けることになるが、重要なのは、この間に西洋の音楽
観を肌で感じ取っただけではなく、イギリスロマン派の作家たちやヴィクトリア朝の詩人
たち、劇作家たちの作品を、・英文学者Henry　Morleyの網羅的な講義を受けながら、読む機
会を得たことである。帰国後のTagoreの歌や詩、戯曲には、それらの影響がはっきりと表
れていると言われ、東洋と西洋の伝統を創造的に組合せ、ベンガル文学に新しい調べを持
ち込むこととなった。しかし、Tagoreが、近代ベンガル文学の創始者の一人として広く認
められているのは、それだけの理由からではない。彼自身が常に社会の変動に対応し、そ
の作風を変えていったことからでもあるのだ。後期ロマン派の唯美主義者として作家の道
を歩み出したTagoreは、まもなく、写実的な韻文で祉会批評、政治批評を繰り広げ、最終
的には、瞑想的な宗教詩に至る。Tagoreが西洋で受け入れられる下地は既に、この1878
年から翌年までのイギリス滞在で整えられていたのである（Radice：646；Alam：380・1）。
　Tagoreの先駆者としてRoyの名を既に挙げたが、もう一人欠かせない人物を挙げるとし
たらSanskrit　Collegeの学長Ishvarchandra　Vidyasagarがいる。　Tagoreは彼からインド古典文
学の伝統に新しい、近代的な息吹を吹き込むことが如何に重要かを学ぶ。Royからは間接
的な影響を受けることしか出来ず、それ故幾らか神話化した像をRoyに重ね合わせる傾向
がTqgoreにはあるが、一世代離れただけのVidyasagarからはより直接的な指導を受けるこ
とが出来た。Vidyasagarの思いが集約したのが、所謂Bengal　Renaissanceである。他に、こ
の時琉に乗って活躍した人物、Tagorcの先人となった人物には、小説家のBankimchandra
Chatterji、拝情詩人Biharilal　Chakravarti、叙事詩人Michael　Madhusudan　Dattaなどがいる。
彼らが目指したことは、西洋文明、特に、イギリス文化からの風をベンガル地方に送り込
み、活性化させることであった。正にRenaissanceと呼ぶべき活動を行なったのである。
　だが実は、この運動で、特に、州都カルカッタで中心的役割を果たしたのはTagore家の
一66一
面々である。その大地で芽生えていたのは、文学、美術、戯曲、音楽、新聞といった多岐
に渡る文化であった。Tagoreの才に富む兄たち、　Dwijendranathを筆頭に、　Satyendranath、
Jyotirindranathは各方面で活躍した。正規の学校教育を欠いたことがTagoreの特徴である
が、その彼に、サンスクリット語、英語、音楽の知識を授けたのは、個人の家庭教師たち
だけではなく、兄たちでもある。また、ピラリ・バラモンであったこと、Brahmo　Samajの
運動に携わっていたことが、Tagore家の兄弟を他の主流メンバーと分け隔てた。彼らは、
ベンガル地方の民衆がより好む音楽を、歌を、詩を、奏で、歌い、吟じられたのである。
　Bengal　Renaissanceの精神の特徴の一つは既に述べたように、インド古典文学の火種を新
たな息吹、イギリスからの息吹で更に燃え上がらせることであった。それ故、この運動に
携わった者たちの中に、後のTagoreのように、二つのアイデンティティの葛藤を味わう者
はいなかったことだろう。恐らくTagoreでさえも、一度目の訪英と、それに続く1890年
の二度目の渡英をしただけであったのならば、そのような経験をすることもなく、Bengal
Renaissanceの旗手として後世に語り継がれるにとどまったのではなかろうか。勿論、本人
も三度目にイギリスに渡った際に携えた英訳原稿が、ノーベル文学賞受賞に繋がるとは思
ってもいなかったであろうが、結果として、一時の試みがその後の人生を大きく狂わせる
こととなる。特に、Tagoreに二つのアイデンティティを与えてしまった切っ掛けは、その
呼び名であった。本稿でも便宜上Tagoreで通しているが、この呼び名は元々一家に付いて
いた称号を英語表記したものである。Tagoreとはその一家の姓ではないのだ。　l　l．1室（165－6）
が「どうでもいいが」と言いながら、その「姓の起こり」を興味深く説明している。
やがて英仏の勢力がベンガル地方に浸潤すると、詩人の曽祖父くらいにあたるパン
チャナン・クシャリという人が、ガンジス河畔に移って外国船に食料などを供給す
る仕事をはじめた。こういうことは誇りの高いバラモンは、ふつうはしないことな
のだ。河畔に住むのは貧しい身分の低い人ばかりだったから、バラモン出のパンチ
ャナンは大いに尊敬されて、パンチャナン・タクールと呼ばれた。タクールは「神］
の意というが、日本風にいえばまず「殿様」或いは「旦那」くらいの意味あいで使
われるのではないか。ところが、外国人はインド人の姓名などはよくわからない。
パンチャナン旦那のことを「タクール、タクールiと村人が呼ぶのをきいて、それ
を彼の姓だと思いこみ、彼のことを「ミスター・タクール」と呼びだした。それが
さらになまってタゴールと発音されるようになった。これがタゴールという姓の始
まりだとか。
後にイギリスのインド統治に怒りを抱いたTagoreにとっては、こうした由来を持っ自分の
姓とされたものに幾分戸惑いがあったのではなかろうか。Tagoreにとっては、どうでもい
い話ではなかったように思われる。特に、西洋に於いて、自分の作品がTagoreと刻印され
て出版されるようになってからは、自分の名前を強く意識することになっただろう。
　Tagoreは、国際的、全インド的人物としては、　Tagoreと知られるようになったものの、
ベンガル作家としては、Rabindranathと呼ばれていたし、出版時にはそう表記された。こ
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の二つの呼び名は、詩人を激しく揺さぶったように思われてならない。何故なら、Tagore
が1921年に設立した大学は、Radice（643）によれば、「これらの二つのアイデンティティ
を一．・つのものにしようとする試み」であった。大学の名は、ベンガル語でVisva－Bharati。
「全世界の学問」、或いは、「学問の全世界の女神1と「全インド」の意味を持つ。ベー一タ
語のテクストに由来する、大学のモットーの意味は、「全世界が一つの巣で出会うところ」
である。ベンガル語、ベータ語でTagoreが表そうとしたものは、自身のもう．．－tつのアイデ
ンティティであり、その大学で試みようとしたことは、二つのアイデンティティの優劣を
定めるのではなく、繕り合せることであっただろう。TagoreはVisba－Bharatiが「人文主義
研究の国際的拠点」となることを望んでいた（Visva－Bharati　Computer　Centre；Alam：383）。
　西洋に於いてTagore像が屈曲したのは、ただ
Tagoreという呼び名からだけではなかったこと
にも留意して置かなければならない。その外見
も大きく作用したのである。だらりと垂れ下が
った長髪に顎詣、それにローブ姿のTagoreは、
「インド」、或いは、「インド哲学者」を人々に
強く意識させることになる。「Tagoreは、文学
界の名士としてだけではなく、預言者や導師と
しても扱われるようになった。それは、その長
く伸びた髪、ローブ姿、宣託めいた喋り方で、
彼自身が奨励した役割であった」。Racide（643，
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Portraits　ofTagore　by　W．　Rothenstein
646）の記述には、幾分皮肉が感じられるが、ノーベル文学賞受賞が齎したTagoreの心境
への悪影響を考えさせられる。Tagoreの作品の翻訳者でもあり伝記作家でもあるKripalani
（304）は、1926年に彫刻家Jacob　Epsteinが書き留めた、取巻き連中の様子に目をiLめる。
「Tagoreは静かに姿勢を取ってくれ、私の仕事は捗った。ある時、二人のアメリカ人女性
が彼を訪ねにやって来た。私が思い出すのは、彼女たちが彼と別れる場面である。後退り
しながら、崇拝の気持ちを表して両手を高々と掲げるのだった。作業を終えると、大抵控
え室で彼を待っていた弟子たちが二、三人やって来て、彼をホテルへと連れて帰る。彼は
お金を持ち運ぶことなどなく、まるで聖人であるかのように扱われていたのだ」。このよう
に周りの者たちに接しられ、Tagore自身に変化が訪れたのは、寧ろ当然のことである。
　ベンガル作家としてTagoreが評価され、ノーベル文学賞を受賞することになったのなら
ば、それは極自然なことであったろう。Tagoreの創作活動は「驚嘆すべきもので、1ヒめ処
なかった」。Tagoreは、僅か十三歳の時に、匿名で詩‘Abhlilash’（‘Desire’，1874）を出版し
て以来、死後出版のShesh　lekha　（‘Last　writings’，】941）に編纂される、臨終の床で口述させ
た詩群に至るまで、詩と歌を合わせてほぼ二千五百篇を作り、約三千枚の絵を描いた。「英
語に翻訳されたのは、それらのほんの一部分にしか過ぎない、五パーセント以下といった
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ところだろう」。ノーベル文学賞受賞時には、勿論ベンガル作家としての活躍も考慮に入れ
られたのだろうが、実際判断基準となる作品はGitanjali一つしかなかったし、受賞後には
その作品が繰り返し出版された。そして、他の作品も翻訳され出版されるようになるが、
全体のたった五パーセント以下の作品のみで、Tagoreは長年評価されて来たのだ。西洋で
↑agoreよりもRabindranathという名前に重点が置かれるようになるのには、死後半i比紀が
経っ必要があった。それはig90年代に入ってからのことであり、彼のベンガル語の作品を
他の言語に翻訳しようとする新たな波が来た時のことである（O’Donnell：47g；Radice：644）。
2．ノーベル文学賞受賞
　次に、何故、Tagoreがノーベル文学賞を受賞することが出来たのかを、その背景と経緯
から考察する。LarsonとKraus（143）は、文化大革命の始まりから二十数年が経った］989
年に次のように論じている。「中国は、世界経済で積極的な役割を果たし始めたが、中国の
芸術家たちは、自分たちが対等の立場で世界の文化に参与しているとの実感がまだ湧いて
来ていない」と。LarsonとKraus（159）が結論付けたように、実際、中国文学初のノーベ
ル文学賞受賞は、更にそれから十一年が経過した2000年の高行健（Gao　Xingiian）である。
そして、LarsonとKraus（146）は、’ragoreが1913年に受賞したことは、第一に政治的な意
味合いが深かったことを暗示する。彼らによれば、スウェーデン正室皇太子Williamが、
イギリスに恥をかかせる為に、その植民地出身者に文学賞を授けるよう、委員会に釘をさ
したとの見方がある。何しろ、英語で読めるTagoreの著作は、　Gitaηjaliただ一冊だけだっ
たからである。だが、寧ろTagoreを表彰したことが明らかにするのは、彼の作品が西洋人
にとって近寄り易かった為、受賞に値したという事実である。受賞の決め手となった、
Tagoreの、際立って繊細で新鮮、その上美しい韻文は、完成された技術と相候って、彼の
詩想を築く土台であった。その想は彼自身の英語の諸作の中で表されるが、それは西洋文
学の一部と見倣され得たのだ（Larson＆Kraus：146－7）。だが果たして、1980年代後半の中
国とは異なり、世界経済に影響力も持っていない、大英帝国の一植民地出身のTagoreは、
歴代の受賞者たちと対等の立場で、世界文化に貢献したとの意識を抱けただろうか。
　Jewell（102）もまた、　Tagoreが受賞したのは、そのインド文学への貢献度よりも寧ろヨ
ーロッパでの人気によるとの見解に注目する。最初の五十数年間、ヨー一ロッパとアメリカ
圏外の受賞者がほとんどいない事態を改善しようと、委員会は二つの案を考え出したと
Jeweilは主張する。一つは、他の諸文化を扱う作品を描いた作家たちを表彰することであ
り、もう一つは、ヨーロッパ中心主義の遣り方で、「偉大な文学1とは何かを定義すること
であった。1907年にKipling、その六年後にTagoreと、インドを描いた二作家が受賞した
ことは、先程触れたスウェーデン王室との政治的な兼ね合いもあったかもしれないが、こ
うした委員会の試みを体現した結果であると考えられる。初期委員会のメンバーが行なっ
た、数少ない「よい選択」の一っはKiplingであったと、そして、「強烈」であったと委員
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会自体も見倣しているTagoreの選出は、「稀で先進的なもの」であったと、Jewell（104，106）
は述べる。しかしながら、それは後付けされた意味合いが強いのではなかろうか。
　Tagoreの受賞はやはり、インドの文化や思想を題材にしたことが評価されたというより
も、G〃ωサα〃の爆発的な、異常なまでの人気によるところが大きい。ここでG漁可α1’出版
までの道程を追っておく必要があるだろう。Tagoreが1912年にイギリスに行くことを決
めたのには、二つの理由がある。一つは、その前年に出会ったイギリス人の画家William
Rothensteinを訪ねがてら、1901年に設立した学校を宣伝するいい機会だと考えたことであ
る。もう一つは、ベンガル出身でイギリスに在住する、Tagoreの崇拝者たちから、イギリ
スの知識階級の者たちに会わせ、彼らに彼の作品を読ませたいとの招待状を受け取ったこ
とである。それには、当時、多くの西洋人が、東洋の神秘的な伝統に興味を抱き始めてい
たという背景があった。ベンガルを発つ前からTagoreは、試験的に、自身の宗教詩と拝情
詩を、聖書風の言い回しを用いて英語の散文に訳し始め、それをイギリスに向かう船上で
も続けた。Rothensteinの家を訪れた際、　Tagoreはその原稿を携えていた。　Rothensteinは非
常に感銘を受け、それをタイプしてコピーを作りW．　B．　Yeatsを含む仲間たちに送る。画家
の家で最初の朗読会が行なわれたのは同年6月30口のことである。参加者にはYeatsの他
にErnest　RhysやEzra　Poundを迎え、詩人自身が幾つかの詩を読み上げた。一週間後の7
月7日には、Yeatsが代わりに朗読を行なう。会は共に大成功に終わり、途切れぬ称賛が続
いた（Radice：645；Alam：381）。その夏、　RothensteinとYeatsに手伝って貰いながら、Tagore
は出版に向け詩の選定作業を開始する。それに加えてRothensteinは鉛筆でTagoreの肖像
を描くことを、Yeatsは序文を書くことを請け負った。ロンドンのlndian　Societyの為に出
版されたのは、早くも11月のことであり、百三篇の翻訳が収録されて限定七百五十部出さ
れた。また、翌年の三Aには、Macmillan社から出版される運びとなる（0’Donnell：479）。
　1912年の10月、限定版出版時に、PoundがFortnightly　Revie｝v誌で書いた書評を、　Alam
（382）は次のように要約する。「Poundは述べている、　Tagoreの詩集に、『純粋な古代ギリ
シアの』詩句と、Danteを思い出させる『詩的敬度さ』、自然そのものに由来する『より落
ち着きのある静けさの感覚』を見付けたと」。ここからも、読者がTagoreの作品に求めて
いたものは明らかになるだろう。それは、当時の英詩が失い掛けていたと思われるもの、
懐古趣味を満足させるものであった。Yeatsが序文の中で言うことも、より抽象的な語を用
いているにしても、基本的にはPoundと同じことである。「Tagoreが翻訳した散文詩を読
んで、もう何年間も味わったことのなかったような興奮を味わった」Yeats（1912：165）は、
「私にわかるのは、その詩が豊穣で素朴であるが故に、ベンガルで新しいRenaissanceが生
まれて来ているのだということだけだjと語るのだ。もう直ぐ五十歳になるというYeats
が、Tagoreの詩の中に、忘れ掛けていた豊穣さと素朴さを見出したのである。そして、そ
れは何もYeatsやPoundを中心としたグループのメンバーたちだけではなかったのだ。
　The　Times　Literarン　Supplementに掲載された書評も同じ傾向を示しており、Yeatsの序文に
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対しても賛意を表している（Anonym：492）。「どんな芸術に於いても頽廃の主な原因は主題
の貧困さである」と書き出して、Tagoreを、その頽廃から詩から救う者、「現在、我々の
詩を悩まし、その存在そのものも危険に追い込む問題1を解決する者と見倣す。
That　divorce　of　religion　and　philosophy　which　prevails　among　us　is　a　sign　ofour　failure　in
both．［＿］，　But　this　Indian　poet，　without　any　obsolete　ti且nidity　of　thought，　makes　religion
and　philosophy　one．　He　contemplates　the　universe　as　a　primitive　poet　might　contemplate　a
pairoflovers，　and　makes　poetry　out　ofit　as　naturally　and　simply．　As　we　read　his　pieces　we
seem　to　be　reading　the　psalnls　of　a　David　of　out　own　time，　who　addresses　a　God　realized
by　his　own　act　of　faith　and　conceived　according　to　his　own　experience　of　］i　fe．
この評論からも懐古趣味が見え隠れする。‘apair　of　lovers’を熟慮する詩人とは、　Paoloと
Francescaを描いたDanteと考えるのは早計かもしれないが、Tagoreを‘a　primitive　poet’に
比肩出来る詩人と考えていることが示されている（‘a　pair　of　lovers’は単なる‘religion　and
philosophy’の比喩であるのかもしれない）。何より重要なのは、世界を凝視し、そこから
詩を作り出すTagoreが、自身の信仰と経験から、思い描き、実現化した神に語り掛けるこ
とに着目していることである。次のTagoreの詩は、正にその最適の例になると思われる。
Day　after　day，　O　lord　of　my　life，　sha111stand　befbre　thee　face　to　face．　With　folded　hands，
Otord　ofallworlds，　shalH　stand　be　fo　re　thee　face　to　face．
　Under　thy　great　sky　in　soiitude　and　silence，　with　humble　heart　shall　l　stand　before　thee
face　to　face．
　ln　this　iaborious　world　of　thine，　tumultuous　with　toil　and　with　struggle，　among　hurrying
crowds　shall　I　stand　before　thee　face　to　face．
　And　when　my　work　shail　be　done　in　this　world，　O　King　of　kings，　a【one　and　speechless
shall　I　stand　before　thee　face　to　face，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LXXVI，（7”仰ijal’）
この詩を鑑賞すると明らかなように、Tagoreの詩が西洋人に受け入れ易かったのは、聖書
のような語り口、Davidを思わせる語り口であったからだ。詩人が語り掛ける神は、ヒン
ドゥー教の神を読者に意識させることはなく、より中立的な、より全世界的な神である。
　次の詩は、Macmillan版のσ∫’oηノaliと同年に出版されたThe　Gardenerの・一篇である。ノ
ーベル賞の委員会が、文学賞にTagoreを選出する際、重要な役割を果たした、スウェーデ
ンの詩人の、「Tagoreの思想と感情の全体に行き渡る、熱烈で愛情に満ちた敬度さ、心の
純粋さ、その詩法の誇り高くも自然な崇高さ、それら全てが、深遠で希少な精神美を持っ
統一体を創造している」というコメントの証左となり得る一篇であるだろう（Alam：382）。
In　the　dusky　path　ofadream　l　went　to　seek　the　love　who　was　mine　in　a　former　life．
　Her　house　stood　at　the　end　of　a　deso且ate　street，
　In　the　evening　breeze　ller　pet　peacock　sat　drowsing　on　its．　perch，　and　the　pigeons　were
siient　in　their　corner，
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She　set　her　lamp　down　by　the　portal　and　stood　be　fo　re　me．
She　raised　her　large　eyes　to　my　face　and　mutely　asked，“Are　you　wel］，　my　friend？”
1　tried　to　answer，　but　our　language　had　been　lost　and　forgotten．
1　thought　and　thought；our　names　would　not　come　to　my　mind．
Tears　shone　in　her　eyes．　She　held　up　her　right　hand　to　me．　i　took　it　and　stood　silent
Out　lamp　had　fiickered　in　the　evening　breeze　and　died．
（LXII，　The　Gardener）
Tagoreの伝記的な側面からこの詩にアプローチするのならば、ここに描かれる女性を、兄
Jyotirindranathの嫁Kadambari　Deviと考えることも出来るだろう。　Tagoreが作品を書き始
めた時、Kadambariは詩人を励まし、その上、好意的な批評をよくした女性であった。し
かし、この女性はTagoreが結婚する四ヵ月前に自ら命を絶ち、詩人を混乱の極みに至らし
めた。二人の関係は、アドバイスする側とされる側というだけではなく、恋愛感情を抱い
ていた男女に近いものがあったようだ。中篇小ZZ　Nashtanir（‘The　Broken　Nest’，1901）の女
主人公は、Kadambariがモデルになっているとも言われる（Radice：644）。そういう観点か
らこの詩を考察するのならば、詩人は来世での彼女との再会を望みつつも、それは結局破
綻にしかならないとの絶望的な見地を示しているように思われる。二人の‘language’も失
われ、お互いの名前さえも思い出すことが出来ないもどかしさが語られるのだ。そして彼
女は手を差し出し、それに理解を示すが、二人の恋の炎は消さざるを得ないことを悟る。
　だが、この詩をそのような事実から切り離し、もっと普遍化するのならば、女性への愛
を、神への愛、信仰へと置き換えることも可能なのではないだろうか。それは、Tagoreが
愛唱したBrowningの‘Love　in　a　Life’や‘Life　in　a　Love’に描かれる、一人の女性を探し続
ける姿、信仰を追い求める姿と同類のように感じられる。Tagoreは相次いで身内を失うと
いう悲劇を経験したことがある。その中で味わった絶望、信仰の喪失をこの詩に描いたの
ではないだろうか。‘the　dusky　path’から‘a　desolate　street’へ、小道から通りへと抜けた訳
だが、通って来た道はどれも気分を滅入らせるものであったことは修飾する形容詞で強調
されている。そして、辿り着いた信仰の社は、既に夜の帳に包まれ始めている。栄華を象
徴する孔雀はまどろみ、心に安らぎを与える筈の鳩の群れは角で一様に樽っている。悲嘆
の末に、漸く「大丈夫ですか、友よ」と呼び掛けられても、答えたいと思いはするが既に
答える気力さえも失ってしまった詩人の姿がここには描かれているように思えてならない。
　Yeats（1912：165）の序文に現れるベンガル人医師は、　Tagoreとは呼ぱずにRabindranath
と呼び、詩人の詩を毎日読んでいて、「その一行を読めば、世界のあらゆる困難を忘れられ
る」と述べる。そして更にこう語る。「その他にも勿論多くの詩人はいるが、彼に並び立っ『
者は一人もいない。私たちは、だから現在をRabindranathの時代と呼んでいる。私には、
彼が私たちの間で有名である程、有名な詩人がヨーロッパにいるとは思えない。彼が偉大
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であるのは、詩に於いてだけではなく、音楽に於いてもなんだ。彼の歌は、西インドから
ビルマに至るまで、ベンガル語が話されている地域ならばどこでも歌われているよ」と。
このように語られるTagoreの詩が普遍的な魅力を備えていたことは、既に上で論じた通り
であり、容易に想像し得る。だが、ノーベル文学賞を受賞したことが、彼の人生を、良く
も悪くも、一変させてしまった。彼が得た名声は、誤った前提に基づいていた。問題の一
つは、適当に英訳された詩から他の言語に翻訳されていったことである。6itatijaliの成功
が仇となって質が下がるにも拘らず、相次いで作品が翻訳され出版されていった。Tagore
の同僚たちが訳したものの、訳詩は全く不完全なものであり、それをTagoreがさっと確認
するだけで上梓されたのである。そのような英語翻訳では、Tagoreの作品に表された広が
りや力強さ、充分かつ永続的な印象を与えられるものでは当然なかったのだ（Radice：646）。
3．受賞後の苦悩と覆る評価
　Tagoreの詩の魅力を伝えるには程遠い訳語で出版され続けたにも拘らず、「西洋に於い
ては、訳された作品が、最・初から英語で構成されていたものであったかのように、長い間
見倣された」。「ベンガル作家としての名声さえも、彼の作品を代表する英訳詩選への需要
に帰着した。Tagoreの経歴が終りに近付いた1936年に、　Co〃ected　Poems　and　Playsが出版
される。その後何十年と、それは、最も有名な、西洋で手に入る、インド作家が英語で書
いた本となった。その本の何処にも、それがほとんど翻訳された作品で出来上がっている
と触れられていないので、インド人が英語で書いたものとして、Tagoreの評判は持続する
こととなった」。そのように屈曲されたTagore像の中で、読者はその稚拙な英訳さえも高
評価へと繋げていく。Tagoreが描き出す「幼児期のヴィジョンに匹敵するのは、我々の文
学に於いては、Blakeの作品のみである」と（Alam：380，382）。ヨーロッパ・アメリカ圏外
初のノーベル文学賞受賞者という事実は、Tagoreを正当に評価することを益々難しくさせ
たのである。Collected　Poems　and　Ptaysは、英語を母国語とする読者たちに、　Tagoreの業績
という印象を与え続けた。しかし、次の四つの理由により、その訳詩集は「悲惨なjもの
であったと言う。第一に、編者解説がないので、読者はTagoreが翻訳したものであるのか
他人が翻訳したものであるのかを知らされることはなかった。第二に、Tagore本人が翻訳
したものでさえ、α’o砂α”後の作品は決して質が高いものではなかった。第三に、Tagore
が英語で書いた作品、FirqfliesやThe　Childなどが含まれていなかった。第四に、選ばれた
詩は、Tagoreを神秘主義の詩人と思わせるものばかりで、彼の作品の全体像を表すもので
はなかった。つまり、Co〃ected　Poe’ns　and　Playsの出版は、西洋に於ける、噂先行で根拠の
ないTagore評価の集大成と呼・べる、記念碑的事業となったのである（ibid：　388）。
　英語圏でのTagoreの評価は、0〃oψ”上梓後の二十数年で既に落ちていたが、当時の批
評家の最低限の関心を集めたものの、Co〃ected　Poems　andPtaysの出版で急落した。例えば
Graham　Greeneなどは、「Rabindranath　Tagoreについて意見を述べるとすればThe　Oxford
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Book　ofModern　Verse（1936）にTagoreを含めたYeats氏を除いて、誰かが依然としてTagore
の詩を本当に真剣に受け止めているとは、とてもじゃないが私には信じられない」と記し
ている（Alam：388・9）。　Yeatsの弁護を試みるならば、次の三っのことを挙げられる。第一
に、Yeatsが掲載したTagoreの七篇の詩は（その内の二篇は上で引用したものである）、現
在も変わらず評価の高いGitanialiとThe　Gardenerから選出されている。第二に、　Yeats自
身も1920年代には、Tagoreの翻訳の酷さには幻滅している。第三に、　Yeatsはその事実を
認めながらも、Tagoreが全く顧みられなくなってもいいとは思わなかった。それは、恐ら
く1935年に書かれた、Rothensteinへの手紙を証拠として示すだけで充分だろう。この中
で、Yeats（1955：834－5）は、「Tagoreが、【ここ最近］、英語で出版した散文の諸作は、非常
に美しいのですが、彼の詩人としての評価が窮っている為、無視され続けています1と述
べている。これはYeatsがOxford　Bookを編纂している最中に書かれたものであり、この本
がTagore再評価の切っ掛けになればとの思いがYeatsにはあったのではないだろうか。
　ここまででわかるように、CoUected　Poems　and　Playsが上梓される頃には、　Tagoreの評価
は二極化されつつあった。手放しに称賛する者もあれば、完全に無視する者もいたのであ
る。Tagoreの崇拝者たちについては既に触れたので、　Tagoreの評価が覆る端緒となった事
件についても幾らか触れて置く必要があるだろう。1919年3月13日に、イギリスの軍隊
がパンジャブ州で四百人近くを殺し、一千人以上を負傷させた、アムリッツァルの虐殺で
ある。これに対し、Tagoreはイギリス王室から授与されていたナイト爵位を放棄した。そ
の旨を記した、Tagoreのインド太守への手紙は、インド人が書いた英語散文での最も有名
な手紙の一つとされ、彼が英語で出来る雄弁さを証明するものであった（Alam：384－5）。
The　time　has　come　when　badges　of　honor　make　our　shame　glaring　in　the　incongruous
context　ofhumiliation，　and　i　for　my　part　wish　to　stand，　shom　ofall　special　distinctions，　by
the　side　of　those　of　my　countrymen　who　for　their　so－called　insignificance　are　liable　to
suffer　a　degradation　not　fit　for　human　beings．（On　30　May　1919）
このような劇的な方法で、ナイト爵位を放棄したTagoreの態度は、イギリスを侮辱してい
るように世間の目には映り、更にTagoreが機会ある毎に、インドでのイギリス統治を批判
し続ければ、人々は詩人への反感を募らせていく。1920年の五度目となるイギリスへのツ
アーの間、彼を熱狂的に評価する度合いは、それまでのものと比べ遥かに弱まっていた。
　Tagoreは、自分と、十九世紀の、自分の同士であるインド人たちとを奮起させた西洋の
一面は、「人の自由の理想、全ての人種、全ての国々へ自己を表現出来る自由の理想」であ
ったと、‘The　Meeting　ofthe　East　and　the　West’（1930）で回顧している。しかし、植民地出身
のTagoreがその理想を実現出来るのは、宗主国イギリスの要望に応えている限りに於いて
なのであった。Tagoreが、西洋で自己を表現する為には作品をひたすら英語に訳して行な
うしかなかったのである。そして、それがノーベル文学賞受賞に繋がり、その後は西洋入
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の期待に合わせた、RabindranathではなくTagoreとしてのアイデンティティをも抱かざる
を得なくなる。晩年Tagoreは、自分の行為を悔いてそれを二通の手紙に書き留めている。
　一通目は、イギリスの文人たちに自分を紹介してくれる機会を作ってくれたRothenstein
に宛てた、1932年ll月26日付けのものである。ここからは、　Tagoreがベンガルに於ける
自分と西洋に於ける自分との違いを、強く意識していることが感じられる。
1t　was　not　at　aH　necessary　fbr　my　own　reputation　that　I　shou且d　find　my　place　in　the　history
of　your　literature，　lt　was　an　accident　for　which　you　were　also　responsible　and　possibly
most　of　all　was　Yeats．　But　yet　sometimes　I　feel　a且most　ashamed　that　I　whose　undoubled
claim　has　been　recognized　by　my　countrymen　to　a　sovereignty　in　our　own　world　of　letters
should　not　have　waited　till　it　was　discovered　by　the　outside　wor｝d　in　its　own　true　majesty
and　environment（in　Radice：646），
親しい友人に宛てたものだけに、Tagoreはその心の内を包み隠さず表している。ベンガル
作家としての自負を、幾らか傲慢とも思える、自分はその第一人者であるとの自負を表明
している。また、1920年以降、自分がイギリス政府の政策に反抗しただけで、英文学史の
中で確立したと思っていた自分の地位が一気に揺らいだことへの失望を、‘in　its　own　true
majesty　and　environment’という句は灰めかしているようにも思われる。イギリス社会では
植民地出身の自分は、真価を問われるのではなく、その社会に属する、読者の価値観に合
ったものを作り出す必要があったことを、痛感した上での句であるように思われる。
　二通目は、初期にTagoreを崇拝した者の一人であり、ノーベル文学賞にTagoreをノミ
ネートした人物であるThomas　Sturge　Mooreに宛てた、1935年10月21日付けのものであ
る。「その手紙の中で、Tagoreは翻訳された自分の作品は、『大抵の場合』、『ベンガル語の
オリジナルが持つ偉大さ（majesty）に対する裏切り』から構成された、『離れ業』であった
と評している」。先程の手紙と同様、自分の作品を評価する際、‘majesty’という語を用い
ているところは興味深い。自ら、それを傷付けたとも、西洋ではそれが顧みられなかった
とも取れる箇所である。「Tagoreは更に続けてこう述べる。『見せ掛けの作法』で、『異国
の社』に供える為『慌てて』磨いた『捧げもの』（offerings）を携えて、英詩の『栄光の領
城』に自分は敢えて踏み込むべきではなかったと」。Gitanjaliは、‘song　offerings’という意
味であり、この手紙の‘offerings’はそれを指しているのだろう。つまり、‘an　accident’を
引き起すことになるσ”α吻”の翻訳をイギリスに持ち込んだことを、ここでも後悔してい
るのである。「Tagoreは自分に『不正』を働いてしまったと言う。『誤った時に、不慣れな
土地で、直ぐ手に入る報酬を求める』ことで自分を卑しめてしまったと」（Alam：387－8）。
西洋に於いて、一部の熱狂的な信者たちを獲得したものの、自分の作品を真に理解してく
れる者にほとんど出会わなかったどころか、多くの読者に一時の流行のように扱われてい
ることを知ったTagoreは、西洋の文壇で地位を築こうとしていたことを猛省し、ベンガル
作家である自分を強く意識することで、二極化したアイデンティティを一一一つに束ねたのだ。
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4．おわりに
　Alam（389）によれば、　Tagoreの死後詩人を再考する試みは絶えなかった。　K．　R．　Srinivasa
Syengarは、　Indian　Writing　itl　Engtish（1962）で、「Tagoreは疑いようもなく、ベンガル文学
に属したが、Indo－Anglian文学にも属した」と、Tagoreの二面性を幾分嘆きながらも、多
くの頁をTagoreに割いた。　M．　K．　Naikは、　A　HistorJ・（oflndian　English　Literature（1982）で、
寧ろその二面性を他に類を見ないものとして称賛している。そして、それまで蔑ろにされ
て来たStl’ay　Bii・dsの韻文による警句、　Firqfliesなどを評価する。また「Tagoreの英語の韻
文は、本質的に好情的であり」、それは「あらゆる拝情詩の根本的な主題」を扱ったと主張
した。英語に翻訳された、或いは、英語で書かれた、Tagoreの相当な量の作品を評価する
動きは他にも見られる。Sisir　Kumar　Dasが編纂した、　The　English　PVritings　of　Rabindranath
TagOt’e（1994－1996）は、三巻の二折本であるにも拘らず、二千頁を超える。東洋の神秘思
想を欲していた西洋に齎されたTagoreの英訳原稿は、異常なまでの歓迎を受け、出版社の
戦略に乗って市場に送り出された。ノーベル文学賞受賞を契機にそのサイクルは一層速ま
り、読者の要求に応えて作品を英訳する作業にTagoreは追われることになる。それは詩人
に苦悩と屈辱を齎すが、結果としてTagoreを本道に戻らせることとなった。そして現在、
Tagoreの功績を正しく評価しようとする新たな試みからその作品は再考されつつあるのだ。
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